
生 体 検 査 科 学
大学院用

堀江香代
腫瘍生物学

研究テーマ

研究室を目指す皆さんへ

・卵巣癌におけるエクソソーム内在因子に関する研究
・子宮内膜癌細胞における性ステロイドホルモンの作用機序解析
・カシスフィトケミカルによる生活習慣病の予防

私自身、本来の研究テーマは腫瘍生物学で、カシ
スとは全く無縁でした。カシス研究を始めたのは、
地域との結びつきの強い弘前大学に赴任してから
です。自分の研究が地域に還元できるのも大きな
魅力だと考えます。また、弘前大学のカシス研究
は私だけではなく、総合大学としての強みを生か
した、「チーム・カシス」で研究を進めています。
異分野連携の研究ができるのも弘前大学の魅力の
ひとつだと思います。せひ参加してみませんか？

食品科学

https://home.hirosaki-u.ac.jp/kensa/
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